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http://www.astro.isas.jaxa.jp/~takahasi/Detectors/Compton/Compton.html











プラスチックシンチレータ

Na22

NaIシンチレータ

まずは、Na22の対消滅を利用して
GROWTH-DAQボードを用いて
コインシデンス回路を用いずに
コインシデンスを取ることができる
ということを確認する
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ここに数式を入力します。
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これでキャリブレーションとコインシデンスを取る際のDelayやコインシデンス幅が求まったの
で
次に実際にコンプトン散乱を起こして線源の場所をイメージングする実験を行う
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コンプトン散乱

光電吸収
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http://www.nucl.phys.titech.ac.jp/presen/data/thesis/b/ay2015/yazawa/main.pdf
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